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地域の人の笑顔、そして交流。
だからまた来たくなる。

伊佐市では、校区コミュニティ協議会を中心にフットパス事業に取り組み、
地域の魅力再発見や、人との交流を通じたまちづくりを進めていきます。

問い合わせ先　企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

小さい頃、通学途中によくよりみち・みちくさを
していた、歩いて楽しい道を教えてください。

　フットパスとは、森林や田園地帯、古い街並みなど、地域に昔からあるあ
りのままの風景を楽しみながら歩く（フット）小

こ み ち

径（パス）のことです。
　地域が守ってきた地域にしかない魅力を、ブラブラ歩く“ランブリング”
や交流を通して、歩く人自身が発見し、その地域のすばらしさを感じていた
だくことができます。

過疎。寂れている。田舎。不便。

① 自然を五感で感じ、リフレッシュできる。
② 地域の人との交流で、地域に親しみが持てる。
③ コースを自由に歩くことで、お金をかけずに新たな発見
　 や楽しみが得られる。
④ 歩くことで足腰が鍛えられ健康な体になる。

落ちてたどんぐりカワイイ♪

山道は発見の宝庫 !!

川のほとりでひと休み

この置物はなんだろう？

脇道にアケビ発見 !!

こんなベンチに味わいがある 自然を満喫できる

① お金をかけずに、地域を歩く人に来てもらえる。
② 歩く人との交流を通して地域が元気になる。
③ 歩いてもらうことで、地域の良さを伝えることができる。
④ 地域の人の特技を活かした活躍の場ができる。
⑤ 地域で長い時間を過ごしてもらうので、買い物や食事を
　 してもらえる。
⑥ 歩く人に地域の美しさを感じてもらうために、草刈りや
　 清掃などの美観を維持する意識が高まる。

だからこそそんな風景に、
地域ならではの新しい発見や、

人とのふれあいを見つけるのです。

歩く人

地域の人

フットパスによる効果って？
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フットパスで
伊佐の魅力を
再発見。
よりみち・みちくさをしながら、
昔からある風景を楽しみ、ゆったりと歩く。
新しい地域の楽しみ方。新しいまちづくり。
　　　　　　　　　　　それがフットパス。


